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【定例活動報告】知足の森 
　知足の森では、先月の嵐山の森での枝打ちの「練習会」を経て、本格的に枝
打ちを始めました。現在、知足の森では、境界線の確認ができたところから作
業を進めていますが、その中でももっとも広い区画ではスギヒノキの手入れが
遅れており、枝打ちも「しがい」のある木がたくさんあります。間伐も並行して
行いたいのですが、まずは現状を掴む、という意味も含めて、枝打ちに取り組
むことになりました。高さはかなりあるのですが、手入れが遅れているためか、
全体的に細い木が多く、それでもハシゴの頭頂部の鎖が届かないものもあり、
この点については安全確保という意味でも次回の宿題としたいと思います。作業
自体は中学生、高校生、大学生とスタッフで９名、ハシゴ３本で３２本の枝を
打つことができました。安全ベルトの本数が限られているので、うまく回し、時
間のロスがないようにし、ハシゴに登っていない生徒は落ちてくる枝に注意しな
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がら、枝を集め、整理していきました。枝打ちは自分
で進められる活動なので、すっと作業に集中して、自分
で仕上げた木を見上げた時、充実感がある活動です。
高い所が苦手、という生徒もいますが、みな、チャレ
ンジ精神を持って取り組んでいました。また受験を終
えた３年生も「復帰」してきており、後輩の指導をして
くれたりと活気がある1日となりました。今回はそんな
３年生の報告も掲載させていただきます。 

宮村　連理（本会、副理事長） 

　今回は久しぶりの参加で知足の森での枝打ち作業を
した。その時の後輩たちの動きが、前に参加した時よ
り早く感じた。後輩の成長を嬉しく思う反面、少し焦
りも感じた。枝打ちではむかでばしごを使い木に登り
ながら生えている枝を切っていくのだが、その日はとて
も風が強く高く登ると木が揺れた。自分も含め一緒に
作業していた後輩は最初のうちは少しビビっていたが、
だんだん慣れていった。（自分より後輩の方が先に慣
れた）枝打ちの作業自体は割と簡単な部類に入るのだ
が、長い間枝打ちしていなかったせいなのかやたらと
太い枝が多く、また数も多かった。枝打ち用の鋸を使っ
たため（無くしかけたのは内緒である）この日は全体
合わせ３２本枝打ちすることが出来た。 
　久しぶりの参加であったが特にトラブルもなく（？）
作業が出来たのでよかった。これからはまた定期的に
参加することが出来そうなので、今年一年も後輩たち
と共に地球環境部の活動をしていきたい。 

吉留　瑞貴（三鷹市立第二中学校３年） 

【定例活動報告】 
相模湖・嵐山の森 

　幸いにも長く晴天が続いている。少し寒さは残るが春の予感を感じさせる陽気であった。Novaの学生も
試験が終わり晴れやかな気分で参加されている様だ。そうでない学生もいるらしい。処々残雪のためぬか
るみが気になるせいか、各リーダーからはリスク管理の伝達があった。 
　森林整備班は公図と林班図の照合作業を山岳で実地調査をした上で、今後の活動に森林所有者の境界を
共通認識して、安心して作業ができる様に区画線引きを終日行った。 
　森林組合が所有する林班図と公図が作成時期のずれもあってか、符合するのは緑のダムの基地、乾燥小
屋の直角に折れ曲がった特徴ある山道くらいであったため、どこから調査を始めて良いのか苦戦を強いら
れた作業であった。一番の発見は電線に沿った澤地を特定するために障害になった隣りを横切る道路が見
当たらないことであった。 
　昼食の後、再度挑戦を試みる時、急峻な登り道を発見したので10分程登ると稜線にでた。そこにはちゃ
んとした林道が、恐らく嵐山山頂に続く稜線であろう道があった。しかも、森林組合の境界杭が整備され
ていた。この発見から公図に引かれた線と境界杭の特定ができたので、あらかたの境界を調査することが
できた。お寺の敷地として作業されているエリアが若干他人の林班に割り込んでいること等、結構「やば
い」現実が浮き彫りになった。 
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枝打ちは順調に 

ムカデ梯子に前回の練習の甲斐があり、
中学生コツをつかんでいたため、夢中
で作業をしていました 



2018 MARCH NO.461-462

　これからは、地主さんと境界線の共通認識を共有し、
我々の作業可能エリアを明確に特定するための話合いを
行い、今後のNPO活動に不安が残ら無いよう全員で認識
を持つことである。3月1週の小原の活動で明確にしたい
と思っている。管理を任されることになると、伐採計画
や作業報告などが義務付けられることになる。 
　これから施行される森林環境税などの絡みで、ちゃん
とした作業技術と報告の義務をもって森林管理業務を行
うという責任が課せられる時代に突入したということだ 
（報告：小林　照夫） 
　 
　今回、Forest Novaは2人での参加だった。参加人数が
少なかっため地球環境部に入れてもらう形で活動を行っ
た。活動内容は測量と枝打ちだった。測量は、タグのつ
けてある木の幹の円周を一定の高さで測るというものだっ
た。その日は天気は良かったが日陰での作業だったので
寒くて仕方なかった。最初、測量と聞いた時は山の斜面
から何か計算するのかと思っていた。 
　午後からの枝打ちは、山の高い所のアオキを切ること
がメインだった。アオキは長い間放置されていたのか、
深く生い茂っていた。こちらも日陰での作業がメインだっ
たが、体を動かすからかあまり寒さを感じなかった。 
活動終わりにカブトムシ牧場のチェックをした。 
　カブトムシの幼虫は深く潜っているのか5匹ほどしか確
認できず、寒さで死んでいるものもいた。また、あまり大
きくなかったので少しショックだった。 
　すでに持ち帰った幼虫を学校で何匹か飼育しているの
で、その容器に三匹ほど今回採れた幼虫を追加して様子
を見てみることにする。 
（報告：望月　健一） 

　地球環境部は現在作業している区画の間伐が進んできてため、一度状況を確認するため、作業区画の測
量と毎木調査を行うことにした。このところずっと参加してくださっている損保ジャパンの粟田さんのア
ドバイスで、チェックした木にスズランテープを巻き、重複しないよう作業を進めた。これまで望星の森
でも毎木（全木）調査をしてきたが、ついつい重複していたり（しかもデータが異なるから困ります）、
抜けがあったりしたので、この方法は大変助かりました。測量チームは境界線を探すわけではないのだが、
区画面積が必要なため行った。桜井先生もご指導くださり、データを方眼紙上に書き写して面積を計算す
るのとGIS上での面積計算を比較するなどのアドバイスもいただけた。学芸大小金井中の生徒が中心になっ
て測量を行い、学校に持ち帰り、計算をしているところであるが、ざっくりと面積は0.2ha、で約200本
（実際には正確に本数を数えてあるが）であった。本数／面積はこれで出るが、今回の桜井先生からのミッ
ションは１本と言っても太さはバラバラ。よくあるような間伐率は何％よりもより正確なデータを取るべ
きだ、というものに沿って、全ての木の胸高直径を測定したので、これをもとに断面積合計を出し、断面
積合計／地面の面積を計算してあるので、桜井先生と結果について検討中である。成長曲線からはかなり
アンバランス、不自然な状態であることもわかったので、やはり手入れが遅れ、成長もよくないこともわ
かった。間伐後の成長に期待したい。 
　午後からは県に売却された境界線を確認しながら、その周辺の下草刈りを行った。かなり広い部分に樹
木がなくなってしまっている。地面も土が流れてしまっているように見えるので、植樹が必要かもしれな
いと考えている。望星の森にはスギを補植したので、こちらではヒノキを植えるのもいいかもしれない。
（報告：宮村　連理） 
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桜井尚武の 
森のコラム 

「ヒイラギ（Osmanthus heterophyllus）のこと」 

　冬の木と書く柊は暖帯に普通の小高木
で嵐山にもそこかしこにあります。11月
を過ぎるころ白い花を着けます（写真
1.）。ギンモクセイ（Osmanthus 
fragrans）に似た白い花は、香りもモク
セイに似ていて寒い季節でも虫を呼び寄
せるようです。材は硬くしなやかで玄翁
（げんのう；大きな金槌）の柄に最適だ
と石工が重用したといいます。 
　鬼の眼突きと呼ぶ地方があるという葉
の棘は樹齢や生える場所により先端以外
が目立たなくなったりします（写真2.）。
この棘を鬼が嫌うといわれ、鬼がいると
いう北東方向の鬼門の位置に植えると鬼
門除けになるといいます。鰯の頭ととも
に家の門口に飾って邪鬼の侵入を防ぎ厄
払いを祈願する節分は2月3日に行われる
伝統行事です（柊鰯）。 

　ヒイラギはモクセイ科で葉は対生、果
実は黒紫色に熟しますが、欧米で

Christmas Hollyなどと呼ばれるセイヨウヒイラギ（Ilex aquifolium）やアメリカヒイラギ（I. opaca）は
モチノキ科で葉は互生し果実は赤く熟します（写真3.）。北国で常緑植物の少ない欧米ではクリスマス飾
りに使われる季節の植物です。特にアメリカではメイフラワー号で渡来して以来故国を偲ぶ思い出の木と
して重要なんだそうです。葉の大きい、これもモチノキ科のシナヒイラギ（I. cornuta）もアチコチによく
見掛ける冬に目立つ植物です。 
※ヒイラギは11月に嵐山で、アメリカヒイラギは1月にBostonで撮影。　　　　　　　　　桜井　尚武（本会、会員） 

【若者の森づくり】
ForesTo Class　 
　２月２５日(日)に小原の郷にて小原宿活性化推
進会議が主催する「小原の里の昔まつり」が開
催されました。小原宿活性化推進会議には緑の
ダムとして参加させて頂いております。

　今回お祭りでは、小原宿ライトアップに使う
竹の灯篭作りや地元の大豆できな粉作り体験、
お餅つき、小原の郷にて古民藝品の展示会を行
ないました。
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写真1.
写真2.

写真3.
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　また地元のミュージシャン方をお招きして屋外
ステージにて演奏をして頂き、賑やかな雰囲気の
中、大勢の参加者で大盛況でした。
　今回参加者の皆さんに作って頂いた竹の灯篭は
小原宿ライトアップの時に使用します。
ご都合の良い方は是非ご参加頂けたらと思います。

◼小原宿ライトアップ イベント情報
日時:３月２４日(土)17:30～20:00
場所:小原宿本陣(相模原市緑区小原698-1)及び甲州
街道沿いの街並み

※写真は小原本陣ライトアップウェブサイトより

齊藤　駿一（Forest Class） 

【若者の森づくり】 
地球環境部 
　今回、初めて嵐山の森に行って「NPO法人　緑
のダム北相模」の皆さんと共に活動をする経験を
頂いた。測量とアオキの伐採作業をしたのだが、
測量一つと言ってもたくさんの作業があった。 
一番大変だったことは、目印となる赤白のポール
とコンパスの地面からの高さを揃えて、メジャー
で正確にコンパス～ポールの間の長さを測ること
だ。一回の測量につき、多くの時間をかけ、森の
大きさを測量していった。この繰り返しが、森の
特徴・周囲の様子を知るうえで、大切だというこ
と学んだ。 
　アオキの伐採作業では、県有地との境界に気を
つけながら足に絡みついてしまうほど生い茂って
いたアオキ一帯を我々の力で伐採した。最初は、
見たこともないアオキの量で驚いた。アオキの密
集は、山の頂上まで普通に続いていた。だが、み
なさんと協力して伐採がある程度終了して嬉しかっ
た。 
　現地でも感想として述べたが、環境・森という
ことに関心を持たない人は、多いと思う。でも、
今の日本の環境状況を知って行動することで見え
てくるものがあると思う。色々対策を考え、若者
がアクションを起こすことに意味があると考える。
今回の経験を通して、環境について改めて向き合
おうと思った。 

元安　誠（東京学芸大学附属小金井中学校２年） 

【若者の森づくり】
Forest Nova　 
　高校のときに倫理という科目の中で南方熊楠の
話を聞いたことがありますが、その時は民俗学の
思想家として紹介されていて、さらに昭和天皇に
粘菌の標本をキャラメル箱に入れて献上したとい
うエピソードがコラムとしてとりあげられていま
した。当時の私は粘菌という科学的な分野と民俗
学とのつながりが見えず、南方がどんな人物だっ
たのか今一つつかめずにいました。 
　今回、上野の国立科学博物館で、南方熊楠の企
画展があり、行って見ました。この2つが神社合
祀というキーワードでつながるということが分か
りました。南方が粘菌を採取した神社が神社合祀
によってその土地が民間に払い下げられ、樹木が
伐採されたことが怒りに火をつけ、有名な「南方
二書」の中で神社合祀による森林伐採が生物の絶
滅を招くことや、日本の文化や精神世界にまで影
響を及ぼす恐れがあるということなどを生物や民
族などの知識を総動員して例示し、合祀に強く反
対します。こうした活動により鎮守の森の生態系
を守ることができ、現在ではエコロジー運動の先
駆けとも評されています。 
　このように南方は、自らの持つ膨大な知識の中
から森というテーマの知識を引き出し、それを南
方二書のような形で生かしていったのだと思いま
す。いま大学で勉強している獣医学やこれまで学
習してきた生物、化学など、様々な視点で森を見
てそれを生かしていくことができたら、さらに深
い活動ができるのではないかと思いました。 

服部　七星（Forest Nova） 
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南方熊楠展の展示から 
「結夏」を写し取ったもの。 
解夏の字も読み取れる。
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【事務局から】 

フォレストノバが相模原市のボランティア認定を
受けました 

　3月7日にフォレストノバが相模原市の地域活動・
市民活動ボランティア認定制度にて認定、贈呈式
に参加しました。これは相模原市と麻布大学との
包括連携協定によるものです。来月号で詳細をご
報告します。 

軽トラックを更新しました（写真右） 

　間伐材や道具類の運搬に使ってきました軽トラッ
クですが、故障やトラブルが相次いでいたため、
セブンイレブン記念財団さまの助成で更新させて
いただきました。４輪駆動を選ばせていただき、
これまで走行が困難だった物置前などもスムーズ
に出し入れできるようになっています。様々な活
動の場面で活躍してくれると思います。 

日本自然保護大賞に再び入選 

　平成２９年度、自然保護協会の日本自然保護大
賞に応募しておりましたが、今年度も惜しくも入
選（２度目）となりました。来年度、部門賞受賞
に向け、活動をしていきたいと思います。 

小金井市公民館事業で講師を務めました（写真左）

　本会副理事長の宮村が、小金井市の公民館での
若者の自主講座、はじめての家具職人になろう、
の講師を務めました。この講座は若者が講座を企
画し、木工自体は学芸大学の大学院生が指導し、
森の話、間伐の話を宮村が担当しました。また本
会の間伐材も一部使われ、組手什によるおもちゃ
箱の取っ手部分やネームプレート部分に使われて
います。この模様は地元のケーブルテレビにも取
り上げられています。同公民館は若者の利用が多

く、またそれをターゲットにした
珍しい公民館であることから、本
会の若者の森づくりと連携してい
きましょうと今後の連携について
も相談を始めています。
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参加にあたって： 
初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前に集合です。服
装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑ら
ない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、
飲料水、主食、第３日曜は汁
物が提供されますので自分の
食器(お椀・お箸) 

危機管理・救急対応： 

危険管理・救急体制・森林ボ
ランテイア保険の準備の他、
会として可能な限りの体制を
敷いていますが「怪我・事故
は、自己責任」です。 

NPO法人 

緑のダム北相模
名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模 
現地事務局：〒252-0172　相模原市緑区与瀬本町12　かどや食堂内 
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